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1.初めに
今年も早いもので ３月となりました。酪農家の皆様

におかれましては、春の訪れを感じると共に牧草の播
種、収穫の時期が近付いてきたことを肌で感じる季節
かと思います。昨年は、為替やウクライナ情勢等の影
響で過去にない飼料費の高騰が続き、改めて自給飼料
生産の重要性に焦点が当てられた １年でした。本年も
飼料費の動向は予測しにくく、高品質の自給飼料の確
保は例年以上に重要と考えます。本稿ではサイレージ
発酵品質の改善に役立つ乳酸菌製品サイマスター
LP・ACのリニューアルに関してご紹介させていただ
きます。

2.良質な粗飼料とは？
皆様にとって、良質な粗飼料とはどのような飼料で

しょうか？考え方は人それぞれかと思いますが、一般
に良質な粗飼料とは、栄養価が高く発酵品質（V-スコ
ア等）が良好なものと考えられます。
栄養価が高い粗飼料は、乳量の増加が期待でき、昨

年のように生産抑制や飼料費が高騰した際には、購入
飼料を低減した飼料設計も可能です。一例として当社
北海道研究農場で行った栄養価の異なる牧草サイレー
ジを使用した給与試験結果をご紹介します。試験の対
照区はオーチャードグラス（バッカス*）、アルファル
ファ（ケレス*）、シロクローバ（ルナメイ）の混播牧
草ロールを使用し、試験区はオーチャードグラス（え
さじまん*）、フェストロリウム（ノースフェスト*：
2024年度より販売開始）、アルファルファ（ケレス*）
混播牧草ロールを使用しました。いずれのサイレージ
も発酵品質は良好でしたが、TDNは、対照区が
59. ３2%であったのに対し、試験区では65. 05%と高い
水準になりました。試験区のサイレージはTDNが高

いため、TMRの粗飼料比率を60％まで高めても、飼
料設計上の予測乳量、乾物給与量、TDNに対照区と
の差はありませんでした（表 1）。表 1に記したTMR
を用いた産乳性比較試験を行ったところ、乳量に差は
見られませんでした（表 2）。このように、良質な粗
飼料を用いることで、粗飼料比率の高い飼料を用いて
も、産乳性を維持できることが分かりました。
サイレージの発酵品質（Ｖ-スコア）は、サイレージ
の状態を表しており、栄養価とは相関がありません１）。
しかし、代表的な不良発酵である酪酸発酵したサイ
レージは、良質な発酵（乳酸発酵）をしたサイレージ
と比較して、栄養損失が大きく、有害なアミンを生成
します2）。また、不良発酵により生じる酪酸やアンモ
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表 1　各サイレージを用いたTMRの飼料設計（2021年、雪印種苗）
名称 対照区 試験区

購入飼料（乳牛用配合飼料、蛋白
源飼料等）【kg】 16. 3 10. 8 

コーンサイレージ【kg】 12. 0 20. 0 
グラスサイレージ【kg】 7. 5 20. 0 
加水【kg】 15. 0 0. 0 
合計給与量【kg】 50. 5 50. 5 
MP予測乳量【kg】 35. 1 35. 0 
NEI予測乳量【kg】 34. 8 35. 3 
乾物給与量【kg】 24. 0 23. 3 
TDN/乾物【％】 74. 6 74. 2 
粗飼料比率【％】 41. 4 60. 4 
注） 当社ゆきたねネットによる飼料計算結果、購入飼料は2021年 3 月当

社研究農場実績

表 2　給与試験の乳量、採食量（2021年、雪印種苗）
分析値 対照区 試験区

乳量【kg】 34. 1 34. 1
乾物摂取量【kgDM】 24. 3 22. 0 
FCM乳量【kg】 35. 18 36. 50 
SCM乳量【kg】 35. 37 36. 43 
飼料効率 1. 45 1. 51 
注）飼料効率=乳量/乾物摂取量、搾乳牛 1 個体ごとに算出後平均値化
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ニアは乳牛の採食量を低下させるなどの悪影響を及ぼ
すことが知られています 3 )。つまり、良質な粗飼料を
生産するためには、栄養価の高い牧草を栽培するだけ
ではなく、牧草の栄養価を損失させない乳酸発酵サイ
レージを作る技術が必要となります。

3.�サイマスターＬＰ・ＡＣリニュー
アルに関して

当社製品であるサイマスターLP・ACにはラクト
コッカス・ラクティス SBS-０００１-S株（球菌)とラク
チカゼイバチルス・パラカゼイ SBS-０００3株（桿菌)
の ２ 種類の乳酸菌が含まれています。球菌は「増殖が
速いことから、初期の雑菌との競合（糖質の奪い合
い)に打ち勝ち、サイレージ中pHを早期から下げる」
役割があり、桿菌は「耐酸性が高く、球菌がpHを下
げた後に増殖し、最終的なサイレージ発酵品質を向上
させる（乳酸含量増加に伴う、pHの更なる低下)」役
割があります。サイマスターLP・ACは、この ２ 種類
の乳酸菌の力によって、早期に牧草を低pH化し、サ
イレージ発酵品質の向上に役立つ製品です。

さらに、サイマスターACには繊維分解酵素が含ま
れています。当社が採用している繊維分解酵素は、複
数の酵素を配合することで牧草中の繊維を総合的に分
解し、牧草から乳酸菌のエサとなる糖質を生成するの
に役立ちます。そのためサイマスターACは、糖質含
量の少ない雑草や、酪酸発酵の進みやすい高水分の牧
草においても、乳酸菌がpHを低下させるのに必要な
糖質を供給することができるため、サイレージ発酵品
質の改善に役立つ製品です。

さて、サイマスターLPとACですが、２０２3年度より
北海道先行でリニューアルを行うことが決定いたしま
した。採用する新しい桿菌SBS-００１１株（以降本菌)は、
旧桿菌SBS-０００3株の乳酸生成能力を強化していま
す。本菌はアルファルファ培地での乳酸生成量が向上
しており、実際にリードカナリーグラスを用いたサイ
レージ試験においても乳酸含量が有意に高まることが
分かっています（図 1、 ２)。

4.最後に
当社には、社是を実践するための日々の心構えとし

て「常に前進、常に開発」という言葉があります。こ
の言葉のとおり、日々更なる製品の改良を続けてまい
りたいと思います。今後ともサイマスター製品をどう
ぞよろしくお願いいたします。
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注)＊ 「海外持出禁止（農林水産大臣公示有)」

図 1　両菌株のアルファルファ培地における乳酸生成量とpH値
　　　（２0２２年、雪印種苗)
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図 ２　リードカナリーグラスサイレージの発酵品質
　　　（２0２0年、雪印種苗、ボトルサイレージ)
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